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熙
ン

轟

ン

原
爆
投
下
か
ら
７
２
年
、

今

年
も
８
月
４

・
５
日
、

原
水
禁

広
島
大
会
に
参
加
し
た
。

今
年

は
長
年
に
わ
た
る
ヒ
バ
ク
シ
ヤ

が
願
う

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

が
７
月
の
国
連
総
会

で
採
択
さ

れ
て
初
め
て
の
大
会
だ
っ
た
。

九
州

の
南
に
は
台
風
５
暑
が

迫
っ
て
い
た
が

「
少
し
で
も
陰

を
求
め
た
く
な
る
」

晴
天
の
蒸

【
岡
山
勲
年
者

ユ
ニ
オ
ン
矢
吹

事
務
局
長
に
聞
き
ま
し
た
】

岡
山
熟
年
者

ユ
エ
オ
ン
は
７

月
２５
日
、

岡
山
市
に
要
望
書
を

提
出
し
８
月
２２

日
、

市
議
会
会

議
室

で
下
市
議
員
も
同
席

し
て

□
答
を
得
た
。

岡
山
市

の
総
合
事
業
を
今
年

４
月
か
ら
事
業
所
が
行
う
従
来

型

の
訪
問
介
護
サ
ー

ビ

ス
と
訪

問
型
サ
ー

ビ

ス
Ａ

（
生
活
支
援

所
サ
ー

ビ

ス
）

を
実
施
。

現
状

の
中
で
は
住
民
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア

に
よ
る
サ
ー

ビ

ス
Ｂ
は
取
り
組

む
予
定
は
な
い
と
い
う
。

　
公
居

敷
市
は
従
来
型
サ
ー

ビ

ス
の
み

で
総
合
事
業
に
移
行
）

ま
た
、

岡
山
市
は
‐５

。
‐６

年

の
２
年
間
で
要
支
援

・
要
介
護

の
介
護
度
が
多
数

「
改
善
」

と

の
こ
と

（
要
支
援
２
↓

要
支

１

が

１
８
６
０
名
、

要
介
護
５
↓

要
介

４
に
８
０
４
名
）
。

し
か

し
、

介
護
保
険
費

用
が

い
く
ら

抑
制
さ
れ
た
か
は
後

日
に
回
答

と
な
っ
た
。

介
護
度

の

「
改
善

に

つ
い
て
は

「
介
護
度
５
の
者

が
寝
た
き
り
に
な
る
と
介
護
度

４
に
改
善
は

「
お
か
し
か
ろ
―
」

と
質
問
、

回
答
は
な
か
っ
た
。

【
訪
間
型
サ
ー

ビ

ス
Ａ
業
務
】

調
理

・
掃
除

・
洗
濯

・
ベ
ツ
ド

メ
イ
ク

・
衣
類
整
理

・
被
服
補

修

・
配
下
膳

・
買
物

・
薬
受
取

榊鴎鶉鶴紳鞭鞭却鞭陣築襲鞠囃的抑中り犯中十車帥貯般的

‐‥１
ｌ

ｆ
ｌ

争
野
晶
１１
ぜ
轟
翻
ン
轟
閣

　

【
お
詫
び
と
訂
正
】

８
月
暑
本
欄

錨腱郷聴鶴陣鶴囃韓唖鞭郷郷鶴熙　頼ぼ鍋瓢腋村蔽雁堪駒調沌軒

8月4日夕刻 折り鶴行進する原水禁岡山
広島・平和公園原爆資料館前から大会会場ヘ

上左 :8月 19日 、総がかりで、社民党 ・武本幹事長
上右 :8月 23日 、党定例街宣で訴える野崎副代表
下 :共謀罪廃止の署名で (アイ女性会議 ・西平さん)

し
暑
い
中
、

原
爆
資
料
館
か
ら

総
会
会
場
の
県
立
体
育
館
ま

で

折
鶴
平
和
行
進
を
行
い
参
加
。

基
調
提
案

で
は
、

核

の
な
い

社
会

「
核
と
人
類
は
共
存

で
き

な

い
」

と
し
た
先
達

の
言
葉
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る

こ
と

が
重
要
と
提
起
さ
れ
た
。

２
日
目
は
参
加
者
が
関
ｂ
あ
る

分
科
会
に
参
加
、

各
人
が
思
い

を
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
た
。

（
写
真

・
報
告

‥
矢
吹
）

追
記

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

に

日
本
が
賛
成
し
な
か
っ
た

こ
と

に
、

９
日
の
長
崎
大
会

の
会
場

で
ヒ
バ
ク
シ
ャ
代
表
が
安
倍
首

相
に

「
あ
な
た
は
ど

こ
の
国

の

総
理
大
臣
か
」

と
異
例

の
形
で

抗
議

し
た

こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
夏
休
み
の
宿

題
に
追
わ
れ
る

こ
ろ
の
８
月
０

日
午
後
、

駅
西

□
さ
ん
す

て
前

で
、

毎
月
‐９
日
の
戦
争
法

ス
ト

ツ
プ

総
が
か
り
行
動
が

２
年
目

を
迎
え
て
も
粘
り
強
く
続
け
て

き

て
、

こ
の
日
も
市
民

・
団
体

政
党
な
ど
５
０
名
が
参
加
し
た
。

参
加
者
が
交
代

で
マ
イ
ク
リ

レ
ー

し
、

戦
争
法
や
共
謀
罪
、

森
反

・
加
計
問
題
な
ど
安
倍
政

権

の
暴
走

ス
ト
ツ
プ
を
訴
え
、

・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・
‥
・．　
の
書
き
込
み
に

「
腐
敗

・
無
能
な

社
民
党

・
武
本
幹
事
長
も

マ
イ
　
政
治

の
た
め
に
万
歳

で
き
る
の
か
」

イ
ク
を
握
っ
て
訴
え
た
。

　

　

　

と

の
返
答
に

「
Ａ
Ｉ
が
蜂
起
し
た
」

ま
た
、

２３

日
に
は
社
民
党
定
　
と
話
題
と
か

▼
微
笑
ま

し
い
話
題

例

の
街
宣
を
行
い
７
名
が
参
加
。

と
言
え
な
く
も
な

い
が
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ

こ
の
日
は
野
崎
副
代
表
が

マ
イ
　
な
ど
に
機
械
的
に
大
量

の
フ
エ
イ

ク
を
も
ち
、

オ
ス
プ

レ
イ
や
岩
　
ク

ニ
ュ
ー

ス

（
ウ

ソ
情
報
）

を
流

国

・
日
本
原

・
美
保
基
地
な
ど
　
し
、

あ
た
か
も
多
数
派
と
思
わ

基
地
機
能
強
化
反
対

で
社
民
党
　
作
ら
れ
た
世
論

で
社
会
を
リ
ー

ド

が
自
衛
隊
中
国
防
衛
局
に
申
入
　
す
る
こ
と
が
言
わ
れ
る

▼
街
中

れ
な
ど
も
報
告
し
た
。

（
野
崎
　
行
き
交
う

「
ス
マ
ホ

・
ゾ

ン
ビ
」

の
何
人
が
自
分
に
気
付
け
る
か
。

Ａ
Ｉ
に
動
か
さ
れ

て
い
る
ゾ

ン
ビ

た
ち
は
、

自
分

の
一肩
に
自
ら

の

を
乗
せ
る
と
き
が
く
る

の
か

（
の

「
月
刊
社
会
民
主
」

８
月
暑
　
し
た

「
南
北
半
球

で
倍
」

は
誤
り

に
福
島
み
す
ほ
副
党
首
が
右

の
　
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。

標
題
で

塁

思
法
９
条
を
守
る
と

≡
だ

肌

勢
獣

．”
胡

ま

弐

…

…

≡
…

¨

い
う
こ
と
が
、
ま
さ
に
今
、
正

”

念
場
を
迎
え
て
」

い
る
と
指
摘

”
「
新
報
」

読
者
会
　
　
　
　
　
　
”

し
て
い
る
。

社
民
党
は

「
活
憲
Ｌ

　

９
月

‐２
日

（
第
２
央
）

１
８
時

”

運
動
を
提
起
し
、

改
憲
や
条
文

”
弓
之
町

「
時
事
問
題
懇
話
会
」
　

”

的韓尭鞠譲洲的愉効花
釧航
※̈聴謝辞
距
一調妹随ド
畑姫鵬一

視
点
を
紹
介
す
る
。

　
全
異
面
）

“
い
す
れ
も
岡
出
社
会
文
化
会
館
　
”

こ
環
内

9月 23日  13:30～ 18:oo
さん太ホール 岡 山弁護士会
監視社会を許さない !!
映画 「スノーデン」と講演

9月 19日  18:00～ 1900
駅さんすて前
共謀罪廃止の統一署名も実施
ストップ戦争法総がかり岡山

υ月υ日 1じ 崎～

加計学園問題を考える会
勤労者福祉センター5階
講師 :寺脇研 資 料代500円
呼びかけ人 :河原B召文 他

9月 3日  12時 30γ 30劣 間
アベ政治を許さないプラスタニ行動
岡山駅東ロマツキヨ前
共謀罪廃止の統一署名も実施


